
1．研究の背景  

私は、植物について興味があり研究してきた。 

小学２年生の時、水に挿したマリーゴールドの観察をし、根の長さや茎の長さで寿命が違うことが 

判った。また、切り落として小さくなった主根から、新しい根が生えてくることにも驚いた。 

そこで母が草むしりをしてもすぐ生えてくる雑草も、１年次の結果のように残った根から新しい根

が生えてしまうからなのか疑問を持ち、雑草の根を身近な農作物や園芸植物の根と比べて観察した。 

まず、雑草と農作物の根は、葉と茎を付けたままにして側根を取り除き主根だけにした。その根を

水を含ませた脱脂綿の上に置き観察した。次に、葉を取り除き茎を切断した雑草の根と農作物と園芸

植物の根を、土に埋める・土の表面に置く・水や栄養水で湿らせた脱脂綿の上に置くなどして、根か

らの植物の再生を観察した。その結果、雑草の根は、農作物と比較して再生する力が強く、高温、低

温や乾燥も強く、少々の変化では負けずに強く生きる力があることが判った。雑草が駆除しにくい原

因の一つに根が関係していることが考えられる。 

今までの研究で根が植物の再生に大きな役割を果たしていることが判ってきたので、今回はどのよ

うに根が植物の再生に働いているのかを調べるために、根の部位や置き方に条件を設定し観察をおこ

なった。 

 

２. 研究の目的 

根がどのように再生していくのか。動物や虫に食べられたり、人間に駆除されて小さく残った根は

再生していくのか。条件を設定して観察する。 

 
３．方法 

用意：キク科セイヨウタンポポ(採取地；水戸農業高校)、シャーレ、ろ紙 

方法：ろ紙を２枚重ねてシャーレに敷き少量の水を入れ、各条件の根を入れて蓋を閉め観察する 

＊各条件 Ｌ＝2㎝ 但し・②は葉を取り除き頂芽部を切断した茎と胚軸を含む根を 0.5㎝プラス 

･④は根端 3㎝をプラス ・Ｎ＝3   

＊各条件＊                         セイヨウタンポポ(キク科) 

①中間部を円柱形に輪切りにしたもの(基準)         ヨーロッパ原産の外来種。繁殖力が 

②葉を取り除き頂芽部を切断した茎と胚軸を含む根の上部   強く、種が着床してから短期間で、 

③葉を取り除き茎と胚軸を切り落とした根の上部       開花し１年中花が見られる。 

④根端を含む根の下部                   外総苞片が、反り返ることで在来種 

⑤根端を切り落とした根の下部               のタンポポと区別できる 

⑥根を縦 1/2 に切ったもの           

⑦根を縦 1/4 に切ったもの              

⑧外側を剥き中心だけにする（維管束部分を残す）             

⑨円筒状に外側を残したもの（維管束部分の削除）  

⑩中間部を輪切りにし頂芽側を上部にして縦に置く（正） 

⑪中間部を輪切りにし根端側を上部にして縦に置く（逆） 
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①中間部を円柱形に輪切り  ②葉を取り除き頂芽部を切断した  ③葉を取り除き茎と胚軸を 

(基準)            茎と胚軸を含む根の上部      切り落とした根の上部 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 ④根端を含む根の下部   ⑤根端を切り落とした根の下部  ⑥根を縦 1/2に切ったもの 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

⑦根を縦 1/4に切ったもの  ⑧外側を剥き中心だけにする   ⑨円筒状に外側を残したもの 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

⑩中央部を輪切りにし           ⑪中央部を輪切りにし 

頂芽側を上部にして縦に置く（正）     根端側を上部にして縦に置く（逆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．結果 

（１）根が再生していく様子 

カルス・不定芽・側根の形成観察表（観察期間：'11年 4 月 13日～5月 12日 平均気温 20℃） 

カルス・不定芽(カルス経由)・不定芽(直接)・側根(カルス経由)・側根(直接) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切断した根からタンポポへ   カルス     不定芽(カルス経由)    側根(カルス経由) 

再生していく過程               不定芽(直接)       側根(直接)  

 

 

｢カルス｣とは？植物の細胞が増殖していて不定形  ｢不定芽｣とは？本来、形成される場所でない   

の塊を作っている状態の        予期しない部分に形成された芽 

         もの。そのまま芽や根に  不定芽(カルス経由)    不定芽(直接) 

分化しないで増え続ける              

又は増殖を止める場合や               

そこから芽や根を分化 

させてくる場がある。 

 

 

 

考察 

切断面修復のために・・カルス形成         側根(カルス経由)      側根(直接) 

エネルギー工場である葉を作り出すため 

・・・不定芽形成  

水や無機栄養素を取り入れるため・・側根形成  

      

 

 

根で作られた植物ホルモンの作用により 

オーキシン・・カルス形成・発根促進・側根形成 

サイトカイニン・・不定芽形成 

 



（２）部位（頂芽側、中央部、根端側）による再生の比較  

〈比較した条件〉 

①根中央部を円柱形に輪切りにしたもの(基準-１） 

②葉を取り除き頂芽部を切断した茎と胚軸を含む根の上部  

③茎と胚軸を切り落とした根の上部   

④根端を含む根の下部   

⑤根端を切り落とした根の下部 

 

カルスの形成について                  側根の形成について                 

頂芽側→中央部→根端側の順に形成          根端側→中央部→頂芽側の順に形成 
頂芽側切断面の形成層の周囲に多く形成        根端に近い場所から形成 

頂芽側切断面に形成したカルス         下部の周皮から形成した側根 

条件①       条件②            条件⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不定芽の形成について 

Ａ不定芽(カルス経由)     Ｂ不定芽(直接) 

カルスが分化し不定芽形成  頂芽側切断面の木部と 

頂芽側切断面に形成した   形成層の盛り上がり 

カルス経由の不定芽     から形成 

条件②            条件① 
 

 

 

 

 

 

 
  

考察 

カルス・不定芽・側根は、根端や胚軸が含まれた方が再生しやすい 

 

根の部位によって生産される植物ホルモンの量が違うと考える 

頂芽側・・ジベレリンを多く生産    不定芽形成 

根端側・・オーキシンを多く生産    側根形成 

 

更に・・・ 

形成された不定芽からオーキシンが生産 

頂芽形成されると→側根形成がより促進される



（３）切断の違いによる再生の比較 

〈比較した条件〉 

⑥根を縦 1/2に切ったもの      ⑧外側を剥き中心だけにする（維管束部分を残す） 

⑦根を縦 1/4に切ったもの      ⑨円筒状に外側を残したもの（維管束部分の削除） 

 

カルスの形成について 
縦切断した条件⑥⑦は、頂芽側切断面の  くり抜いた内側・外側のどちら側の篩部にもカルス 

他に縦切断面の形成層にカルスが形成     形成された 

               条件⑧         条件⑨ 

 

 

 

 

 

 

                  
                     

 条件⑧の形成されたカルスは全体に小さい 

 

 

 

不定芽の形成について 
条件⑥縦 1/2        条件⑦縦 1/4              条件⑧ 

頂芽側切断面のカルスと   頂芽側切断面のカルスは不定芽形成   カルス経由の不定芽は 

縦切断面カルスの頂芽側   縦切断面のカルスからは形成しない   形成したが弱々しく 
から 2/3 まで不定芽形成                      すぐに腐敗してしまった 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

条件⑨ 

 

 
頂芽側・根端側関係なく 

カルス全体から不定芽が形成 

 

 

 

 

 

 

縦の切断面に形成

したカルスは頂芽

側に近いほど形成

が早く大きい 
 
                   

 



 

側根の形成について 
条件⑥⑦不定芽はたくさん再生したが側根は形成されなかった→腐敗した 

条件⑧不定芽が形成した後、すぐに腐敗 

条件⑨不定芽形成したカルスから側根が形成 

    

 

 

 

 

 

 
考察 

カルスの形成・・・篩部・形成層がむき出した方が形成され易い 

不定芽の形成・・・根片が小さいく、頂芽側に遠いものは形成しにくい 

側根の形成・・・・根片が小さいものや周皮で保護されていないものは形成しない 

全体として――― 

根片が小さいもの周皮で保護されていないものは再生しにくく、腐敗しやすい 

 

根の切り方で生産される植物ホルモンの量が違うと考える 

 

 

根片が小さく生産される植物ホルモンの量が少ない 

 

 

 

 

（４）置き方（横置き、縦置き正、縦置き逆さ）による再生の比較 

〈比較した条件〉 

①中間部を円柱形に輪切りにしたもの(基準)――横置き 

⑩中間部を輪切りにし頂芽側を上部にして縦に置く（正） 

⑪中間部を輪切りにし根端側を上部にして縦に置く（逆） 

 

カルスの形成について 
条件①頂芽側切断面に形成 条件⑩正置き上部にしてある  条件⑩逆置き上部にしてある 

頂芽側切断面に形成      根端側切断面に形成 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 








